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常
猛
暑
の
思
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」
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宅
の
水
槽
で
メ
ダ
カ
と
一
緒
に

ミ
ナ
ミ
ヌ
マ
エ
ビ
や
ヤ
マ
ト
ヌ
マ
エ
ビ
を
飼
育
し
て
い

ま
し
た
。
室
内
に
設
置
し
て
い
る
水
槽
の
温
度
も

三
十
℃
近
く
に
な
り
、
ミ
ナ
ミ
ヌ
マ
エ
ビ
は
飼
育
し

て
二
日
で
星
に
な
り
、
ヤ
マ
ト
ヌ
マ
エ
ビ
も
次
々
と

星
に
な
って
し
ま
い
ま
し
た
。

　

例
年
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
庭
に
出
る
と
ヤ
ブ
蚊
に
す
ぐ

に
刺
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
猛
暑
が
原
因
な
の
か
こ

の
夏
は
ヤ
ブ
蚊
は
少
な
か
った
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

少
し
暑
さ
が
和
ら
い
だ
頃
、
ヤ
ブ
蚊
も
息
を
吹
き

返
し
ま
し
た
。

　

九
月
に
入
り
、
私
に
と
って
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

台
風
が
関
西
に
上
陸
し
て
こ
の
吹
田
で
も
公
園
の
木

々
が
倒
れ
た
り
信
号
機
が
曲
が
った
り
し
て
驚
き
ま

し
た
。
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第 2 回　千里山コミセンまつり　開催！

お部屋

会議室

（１，２，３）

料理実習室

和室

創作室

多目的ホール

定員

午前 午後 夜間

9時～正午 1時～5時

各

18 人
1,200円 1,600円 1,600円

12 人 1,700円 2,300円 2,300円

28 人 1,600円 2,200円 2,200円

18 人 1,600円 2,200円 2,200円

180 人 6,200円 8,300円 8,300円

使 用 料 金 表

お部屋のご予約は直接センターへお越しください。

6時～ 10 時
ちさと図書館→

淡
路
→

←
北
千
里

交
番

—の線が書かれて

いる場所は、車は

通れません。

阪
急 

千
里
山
駅

➔

➔

ＢｉＶｉ千里山３階

　　 千里山

 コミュニティ

　 センター

編集後記～コミュちゃんのつぶやき～

みんなで遊びに来てね！

一緒に千里山を盛り上げよう♪

講師：八十田晶子さん（ハーブ研究家）
　　　山口公子さん　（ハーブ研究家）前 夜 祭：12/8（土）

本まつり：　　 9（日）

　本年も、１２月８日、９日にコミセンまつりが開催されます。

今年は災害が多くここ千里山も例外ではありませんでした。

　古来「まつり」は感謝や祈りの行事とされますが、１年の締

めくくりの月に皆様の日頃の成果、元気を示すことも「まつり」

の一つの表現と考えます。皆様と共に「まつり」を大いに盛り

上げたいものです。（颯）

ハーブのやさしい

香りが一日の疲れ

を癒してくれます♪

完成！

お茶パックにハーブを入れて

いきます。う～ん、良い香り

リボンもかわいく

デコレーション！

～スリープピローを作りましょう～

　11 月 10 日（土）「暮らしにハーブを！パートⅢ」の講座

が行われ、「スリープピロー」を 20 名で作りました。

　スリープピローとは、鎮静や睡眠効果があると言われてい

るハーブを中心にブレンドしたもの（ポプリ）を詰めたミニ

サイズの枕です。枕もとに置いて香りを漂わせます。今回は

袋を縫ってその中にラベンダーとレモンバビーナを詰めてい

きました。

　講師特製フレッシュハーブティーを頂いて、「ハーブの香り

の中でゆったりした時間が過ごせた。」と喜んで頂きました。

　

ヤマトヌマエビ

（イメージ）

１0 月のコミカフェコンサート報告

尺八の広場（１０／２５）

　今回は「さくら貝の歌」

などの抒情歌謡や「でかん

しょ節」の替え歌もありま

した。

　「語り」やお客様の合唱

もあり、音楽の世界が広が

りました。


